
ID-POS分析とAI，仮説検証にAIを
どう適用し，実践に活用するか

鈴木　聖一

従来，ID-POS分析では統計学的な手法が活用されてきたが，ここに AIの視点を入れた場合，どのような分析
が可能で，実践にどのように活用できるかを提起する．本稿では，まず POS分析から ID-POS分析に至る変遷
を概観し，その違いを解説する．さらに，ID-POS分析と AI との親和性についても触れる．そして，ID-POS
分析を実践する際，特に PDCA に AI の視点を入れた実践事例を取り上げ，最後に展望を示す．ここで取り上
げた事例を含め，ID-POS 分析に AI の視点を入れた事例はまだ少ない．今後，本稿のような実践事例が増え，
研究開発が進み，AI の視点が ID-POS 分析の進化につながっていくことを期待する．
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1. ID-POS分析は AIで進化する

1.1 POS分析の変遷
POS分析の歴史は古く，いまから約 50年前にさか

のぼる．1974年の 5月にセブン-イレブンの第 1号店
が東京都江東区の豊洲にオープンし [1]，コンビニエン
ス事業が日本で本格的にスタートした．1978年 8月に
はターミナルセブンによる発注が開始される．そして，
1982年 10月には，POS（販売時点情報管理）システ
ムが導入され，同時に，EOB（電子発注台帳）による
発注も始まった．この頃が日本における POS 分析の
黎明期といえ，いわゆる「単品管理」による POS分析
が始まった．本稿では，図 1のように，事実上，ここ
から始まる POS分析の変遷を三つ，すなわち，POS

分析 01，POS 分析 02，POS 分析 03 に分けて概観
する．それぞれの段階で POS 分析にはターニングポ
イントがある．POS 分析 01 は数量と金額での POS

分析，POS分析 02はこれに客数，すなわち，レシー
ト枚数が加わった POS分析である．そして，POS分
析 03がユニーク客数，すなわち，IDが加わったいわ
ゆる ID-POS分析の段階である．

1.1.1 POS分析 01：数量と金額での POS分析
POS分析 01は POS分析の原点ともいえ，商品売

買から得られる販売金額と販売数量のみをもとに POS

分析を行う段階である．これ以外の分析要素はなく，
ここから平均単価を販売金額/販売数量で算出する．通
常 POSシステムは，PLU (Price Look Up)の仕組み
を使っており，あらかじめ登録しておいた商品の売価
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を 13 桁の商品のバーコードをスキャンした瞬間に呼
び出し，買い物金額を集計するが，この PLU の価格
は，特売，値下げなどで目まぐるしく変わるため POS

分析の価格として活用しにくい．そこで，POS分析に
活用する価格は分析対象期間の販売金額/販売数量で算
出し，これを POS 分析に活用することが一般的であ
る．したがって，この時点の POS 分析の主要な指標
は三つ，販売金額，販売数量，平均単価となる．ちな
みに，POS分析の初期の頃の単品管理は，販売数量を
ABC分析し，C商品，すなわち，死筋の排除を目指し
た．そして，その結果として売れ筋を残し，ロスの管
理と売上アップの双方を求めた POS分析手法である．

1.1.2 POS分析 02：客数が加わった POS分析
POSシステムが時代とともに高度化してくると，こ

れまでの三つの要素に新たな要素が加わる．POS分析
に影響を与える要素としては，POSシステムから客数
が算出できるようになったことである．客数はいまで
いうユニーク客数ではなく，買い物回数，すなわち，レ
シート枚数のことであるが，これを顧客と見なし，客
数として POS分析では定着していく．結果，ID-POS

分析が可能となった現在でも客数と ID客数，すなわ
ち，ユニーク客数との区別があいまいとなり，POS分
析に混乱をきたしている．当時は，ユニーク客数を把
握する技術が十分に開発されていなかったため，その
後も客数が POS 分析の一般用語として定着していっ
た．POS 分析 02 はこの客数が加わった場合の POS

分析であり，これにより，分析も複雑化するが，POS

分析 01ではできなかったさまざまな POS分析が可能
となる．
客数が加わることで，POS分析がどう変化したかで

あるが，POS分析 01では，売上高＝数量×平均単価
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図 1 POS 分析の変遷

が基本数式であるが，これに客数が加わると以下のよ
うに売上高を分解することが可能となる．

売上高＝客数×（数量×平均単価）/客数 (1)

　＝客数×（数量/客数）×平均単価 (2)

この (1)が現在でも大半の小売業が活用する売上高＝
客数×客単価であり，POS分析 02の基本数式の一つ
である．客単価は (1)から（数量×平均単価）/客数の
ことであり，客数あたりの売上高である．そして，ここ
から (2)ヘの分解が可能なことから，POS分析 02は，
さらに新たな指標（数量/客数）を生む．これが小売業
界に急速に普及した PI 値 (Purchase Index)[2] であ
る．これにより，POS 分析 02 は売上高を客数と PI

値と平均単価の 3 次元でとらえることが可能となり，
さらに，(1)の客単価も PI 値×平均単価に分解でき，
POS分析 02の分析の幅を広げた．
また，このように売上高，数量を客数により，相対化

できることがわかり，売上高そのものを相対化したさ
まざまな状況での比較分析が可能となった．たとえば，
チェーンストアの各店舗の売上高をそのまま比較する
のではなく，客数で割った客単価，PI値で比較し，店
舗間の規模の格差を是正する POS分析，過去と現在を
比較し，販促効果を客単価，PI値で比較し，時間差を

是正する POS 分析などである．ちなみに，このよう
な相対分析が可能となったことから，POS分析 02は
さらに発展し，客数のかわりに従業員数や売場面積を
入れて POS 分析を行い，売上分析だけでなく，生産
性の分析への応用にも広がっていった．

1.1.3 POS分析 03：ユニーク客数が加わったPOS

分析
長らく POS 分析 02 の時代が続き，現在でも多く

の小売業が POS 分析 02 を実践活用している．これ
に対して，ここ最近，にわかに注目されるようになっ
たのがユニーク客数を活用した POS分析，すなわち，
POS分析 03である．これは POSシステムが高度化
し，商品データだけでなく，顧客データも管理できる
ようになったことに加え，ポイントカードの普及によ
り顧客一人一人を識別できることが可能となり，POS

分析が ID，顧客一人一人をユニークに管理できるよう
になったことが大きい．特に，欧米ではユニーク客数
にもとづく POS分析が発展し，このユニーク客数によ
る POS 分析を専門に行うダンハンビーなどの世界的
なマーケティング会社が大手小売業と次々と契約して
いったことも，普及に拍車をかけた．また，インター
ネットの目覚ましい発展，携帯電話，スマートフォン
の普及により，顧客一人一人に対してのマーケティン
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グ戦略が発展したことも大きく，POS分析はユニーク
客数を起点にして，POS分析 03の新たな段階に入っ
たといえる．

1.2 AIへの橋渡しとなる POS分析の指標
1.2.1 ユニーク客数，頻度と AI

ここ数年，AIが注目され，目覚ましい成果が次々に
報じられている．本稿では AI については，判別，推
論，予測などに適用されるアルゴリズム全般と広くと
らえて論じる．
AIは POS分析の世界でも，じわじわと活用が広が

りつつある．特に，POS 分析 03 の段階，すなわち，
ユニーク客数を組み込んだ ID-POS分析と AIは相性
がよい．通常，AI は教師あり学習，すなわち，事前
に AI に学習させる学習データが必須となるが，その
学習データの作成に POS分析が活用され始めている．
POS分析 01，02の段階では学習データを作成するう
えにおいて，指標そのものが質，量ともに，十分でな
かったが，POS分析 03では指標が豊富であり，かつ，
これまで算出できなかった質の高い指標を学習データ
に活用することが可能となった．
その一つが POS分析 03特有の指標，ユニーク客数

と頻度である．この二つの指標は対となっており，客
数＝ユニーク客数×（客数/ユニーク客数）で算出され
る．この客数/ユニーク客数が頻度であり，ユニーク
客数なくしては算出不可能な POS 分析 03 特有の指
標である．しかも，ユニーク客数で除して算出してい
る指標であり，ユニーク客数と一体となった指標であ
る．AIにこの指標を活用することにより，これまでの
POS分析 01，02では分析できなかった頻度の概念を
加え，AIで分析することが可能となる．結果，たとえ
ば，AIで因果推論する場合，頻度の低いトライアル顧
客の場合と頻度の高いロイヤルカスタマーなどに分け
て AI に学習させることができ，その結果を頻度ごと
に活用することも可能となる．POS分析 03はその意
味で AIの適用の幅を広げたともいえる．

1.2.2 併売と AI

POS分析 03でもう一つ AIと相性のよい指標が併
売である．もともと併売は POS 分析 02 でも可能で
あるが，ユニーク客数を考慮していない併売であるた
め，顧客併売（期間併売）の算出ができなかった．し
たがって，AIで学習データを作成した場合，POS分
析 02 では顧客ごとに学習データの作成ができず，商
品ごとの学習データしか作成できなかったといえる．
POS分析 03となり，ユニーク客数が把握でき，AIの
学習データは顧客，すなわち，ユニーク客ごとに作成

が可能となった．さらに，併売もユニーク客ごとに把
握ができるため，期間をまたがっての併売の把握が可
能となり，いわゆる顧客併売が可能となった．
AI，特に，推論の AIでは，この顧客併売が必須で

あり，これは POS分析 03になってはじめて可能とな
る．特に，BN（Bayesian Network: ベイジアンネッ
トワーク）は，そもそもベイズの定理をもとに成立し
ているため POS分析 03は必須といえる．ベイズの定
理は結果から原因を推論できることから，従来の併売
分析ではできなかった商品間の親子関係を顧客併売か
ら導き出せ，さらに，その推論が可能となる．その意
味では，POS 分析 03 は AI の時代の POS 分析とも
いえ，AIと相性抜群の指標を生み出したともいえる．
さらに，POS 分析 03 で算出された頻度が加わると，
AIに併売 + 頻度を加えた学習データの作成が可能と
なり，より実践的な AIの適用が可能となる．POS分
析 03 は AI の時代に必須の POS 分析といえ，POS

分析 03つまり ID-POS分析となって POS分析がAI

と融合したといえよう．
1.3 AIの視点を入れた PDCA（仮説検証）サイク

ル構築のポイント
AIを ID-POS分析に適用するポイントは ID-POS

分析の業務にAIをどう組み込むかである．通常，POS

分析の目的は検証にあり，さらに，仮説づくりにある．
いわゆる，PDCAが POS分析そのものの目的といっ
ても過言でない．P は Plan，仮説づくりであり，D

は Do，実践であり，C は Check，検証，そして，A

は Action，改善となる．この PDCAサイクルをどう
POS分析をもとに回すかが実践そのものといえる．
この PDCA サイクルに図 2 のように AI を組み込

めれば，POS分析，特に，ID-POS分析と AIは融合
し，相乗効果を発揮し，PDCAサイクルを効果的に，
しかも，速く回すことができ，実践に AI を組み込む
ことが可能となる．今回，三つの AI のアルゴリズム
を PDCA に組み込むとすると，どこが最適かを検討
した結果，図 2 のそれぞれの PDCA の段階に適用す
ることがスタートとなった．現在，この適用事例をさ
まざまなケースで実践しており，今後，さらに改良し，
AIと POS分析の融合をはかってゆく予定である．
ここでは三つの AIを取り上げるが，まず，PDCA

の P，Planと相性の良い AIは判別，クラスタリング
を得意とする PLSA（Probabilistic Latent Semantic

Analysis：確率的潜在意味解析）である．POS分析の
結果を学習データにし，PLSAでさまざまなクラスタ
リングを行い，商品視点と顧客視点の双方から従来，人
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図 2 ID-POS 分析の PDCA と AI の視点

間の思考では思いもつかなったさまざまな仮説を導き
だすことが可能となる．次に，PDCAの D，Doと相
性の良い AI は DL (Deep Leaning) である．実践す
るには事前の結果の予測が欠かせないが，従来の統計
学の回帰分析などに加え，AIを加えることで，より精
度の高い予測が期待できる．そして，C，Checkと相
性が良い AI が BN である．P，D で十分な学習デー
タができあがるので，これを BNにかけ，推論するこ
とにより，まさに，検証が可能となる．さらに，仮説
以前のデータをBNにかけ，検証結果と比較すれば仮
説の良し悪しの判断にも活用できる．
このように POS分析と AIは PDCAを通じて融合

することが可能となり，これまでの ID-POS分析のみ
での PDCAからAIの視点を入れた，より精度の高い
PDCA サイクルを作り上げることが可能となる．ま
た，ここでは PDCA のそれぞれの段階で AI の各ア
ルゴリズムの得意とするところの適用を検討したが，
AIは応用範囲が広いことから，PDCAの二つ，三つ，
あるいはすべてに適用する可能性を秘め，さらに，AI

を組みあわせてのハイブリッドな適用も今後考えてい
くべきであろう．AI と ID-POS分析の融合はまだ始
まったばかりといえ，今後，さまざまな可能性を追求
していきたい．

2. AIの ID-POS分析への適用事例

2.1 BNの ID-POS分析への活用事例：推論の AI

AIを ID-POS分析に適用する際には，学習データ
ありの場合と学習データなしの場合があるが，本稿で
とりあげる適用事例は，すべて学習データありの場合
である．現状，AI の視点から ID-POS分析がなされ
た事例はまだ少なく，AIが適用されない ID-POS分
析のみの事例は豊富である．そこで，既存の ID-POS

分析の結果を学習データとして再構成し，ここにAIの

視点を入れた場合，どのような結果が得られるかに注
目した．
本稿では，ここ数年，AI の視点から ID-POS分析

に挑戦してきた中から，代表的な AI のアルゴリズム
を取り上げ，分析事例を解説したい．まずは，推論の
AI，BN [3]である．BNに ID-POS分析を適用するに
は，BN 特有の学習データの作成が不可欠である．特
に，ID-POS分析特有のユニーク客数と頻度をどう組
み込むかが要諦といえる．従来，BNはデータを 0か
1に離散化し，学習データを作成してきた．ID-POS分
析においても，そのデータを 0か 1に離散化し，学習
データを作成することはもちろん可能だが，ID-POS

分析特有のユニーク客数と頻度をダイレクトに反映さ
せることは一工夫必要である．また，ID-POS分析の
どの場面に BN を適用するかも大きなテーマである．
そこで，本稿では ID-POS分析の適用場面として棚割
り分析に焦点を当てた．棚割り分析に焦点を当てた理
由は，一つの棚割りを構成する商品と顧客，ここでは
ユニーク客数であるが，BN をかける規模がうまくは
まるからである．一般的な食品スーパー，ドラックス
トアなどの小売業の棚割りは，商品数が約 100種類ぐ
らいであり，その年間購入顧客数は 1店舗あたり数千
人が実態である．この規模の分析であれば，BN にか
けたとき，その結果を得られる時間も，その結果の視
覚化も容易であり，しかも，人間が理解しやすい範囲
に収まる．これが商品数千品目，顧客数百万人となる
と，BNで結果を得られるまでに膨大な時間がかかり，
さらに，視覚化した場合，複雑になり，人間が理解し
にくく，実践的ではなくなる．
ここで取り上げた図 3は「水」の棚割り分析事例だ

が，商品は数十種類，顧客は数千人であり，BN が構
造学習する時間もわずかであり，推論も容易に可能で
ある．また，図 3では因果関係図を円形，階層形にし
て視覚化したが，一目で商品間の親子関係がわかりや
すく表現できた．
このように棚割りへの AI，ここでは BN への適用

は実践的であり，実務上も無理のない範囲に収まって
いる．ちなみに，ID-POS分析特有のユニーク客数と
頻度をどこに組み入れたかであるが，学習データの商
品と対になる顧客をユニーク客数として組み込み，そ
の関係数に頻度を組み込んだ．その際，頻度を四つに
分け，0頻度，1回頻度，2回頻度，3回以上の頻度と
して，すべての商品と顧客の関係を四つに離散化して
学習データを作成し，BNにかけた．
この離散化までが ID-POS分析から学習データを作
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図 3 ベイジアンネットワークの ID-POS 分析への活用事例

成するまでのプロセスであり，学習データから先がAI

の領域となる．結果，従来，ID-POS分析に活用して
いた統計学的な分析は学習データを介して，AI に置
き換わることになる．そして，いったん，BN で構造
学習，すなわち，モデルができあがると，ここからが
AI の真骨頂，推論となる．この推論では頻度が大活
躍し，0頻度推論，1回頻度（トライアル顧客）推論，
2 回頻度（リピーター）推論，3 回以上頻度（ロイヤ
ルカスタマー）推論と分けて推論が可能となり，その
結果を，ここでは水の棚割りに POS 分析では得られ
ない，ID-POS分析特有の独自な視点，しかも，AIで
の推論を入れた棚割り分析が可能となる．また，現時
点の BNのアルゴリズムでは親子関係は視覚化できる
が，推論を反映させた矢印の中身までは表現できない
ので，今後，推論結果を ID-POS分析に返すことが，
課題となろう．
以上が AI，BN を ID-POS 分析に適用する一連の

流れであるが，実際，この手法を用いて実際の棚割り
への応用がさまざまなカテゴリーで進んでいる．これ
までの POS 分析での棚割り分析に対して，「AI 棚割
り分析」という新たな領域が開拓されつつある．これ
により，これまでの POS分析はもちろん，ID-POS分
析でも得られなかったAI独自の視点が得られるよう
になり，新たな AI での棚割り，そして，棚割り後の

新たな AIでの販促が確立されつつある．
2.2 PLSA の ID-POS 分析への活用事例：判別の

AI

次に，PLSAの ID-POS分析への適用事例であるが，
もともと，この AI はクラスタリングを得意とするこ
とから，従来，ID-POS分析でも取り組まれていた商
品DNA（クラスタリング），顧客DNA（クラスタリン
グ）への活用が期待できる．商品DNA，顧客 DNAは
ID-POS分析では別々にクラスタリングし，そのクラ
スターをもとにマーチャンダイジング，マーケティン
グ戦略を立案することに活用されてきた．その意味で
は小売業界では長い歴史があり，各社，独自のさまざま
なクラスターをもっているのが実態である．ただ，残
念ながら，ここにAIを取り入れた事例はまだわずかで
あり，本稿で取り上げる PLSAを活用して，ID-POS

分析を融合させたクラスタリングの事例はさらに少な
い．ここでは水の事例を取り上げるが，ID-POS分析
特有のユニーク客数と頻度をもとに，商品と顧客を同
時に，しかもソフトにクラスタリングしたユニークな
応用事例である．PLSA [4]はもともと文章解析が目的
で生まれた AIであるため，文章を単語と文節に分け，
この双方を同時にソフトクラスタリングすることによ
り，そこから文章の意味を解析することが目的であっ
た．この AIの技術をどう ID-POS分析に適用するか
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図 4 PLSA の ID-POS分析への活用事例．ここでは PLSA により，Z1，Z2，Z3 の三
つのクラスターを抽出した．左表は，各クラスターの商品の縦の構成比を示してお
り，右表は，各クラスターの商品の横の構成比を示している．

であるが，ID-POS分析はそもそも商品と顧客の関係
を分析することが目的であるため，単語を顧客，文節を
商品に置き換えての分析ができる．この時点で顧客は
ユニークであることが必須となるため，ID-POS分析
がそのまま活用可能となる．さらに，PLSAは単語と
文節を出現頻度の数値で分析することから，ID-POS

分析の購入頻度をそのまま当てはめることができる．
しかも，BNと違い，離散化は必ずしも必要ないので，
頻度をそのまま PLSAにかけることも可能である．
今回取り上げた事例では，水の購入顧客，ユニーク客

数とその顧客の水の全購入商品とを頻度を用いて PLSA

のアルゴリズム [5]にかけている．ここでは，三つに
クラスター化した結果を提示しているが，水の購入顧
客，その購入顧客が購入している水の各商品，双方がき
れいにソフトクラスタリングされている結果が得られ
た．水を一つ一つ見ると，図 4のように，クラスター
100％の商品もあれば，71％，67％などの商品もあり，
ソフトクラスタリングされていることが読み取れる．
従来の POS 分析における商品 DNAで算出されるク
ラスター分析はハードクラスタリング，かつ，商品のみ
のクラスタリングであったため，PLSAのような示唆
に富む分析結果は得られなかった．PLSAの ID-POS

分析への適用は今後，さまざまな可能性を秘めており，
従来の POS分析，特に ID-POS分析の進化をもたら
してゆくと期待できる．

2.3 DLの ID-POS分析への活用事例：予測の AI

そして，三つ目の AI，DLであるが，この AIは本
来，次元縮減することが目的といえるが，その応用とし
て，さまざまな説明変数から特徴量を見出し，目的変
数との関係を導き，予測に応用することが可能となる．
この技術を用いて，ID-POS分析に適用する際，さま
ざまな応用が期待できる．また，この説明変数は必ず

しも，分析データである必要はなく，画像でも映像で
も可能である．本稿では ID-POS分析と AIがテーマ
であることから，顧客ランクの予想の事例を取り上げ
た．ID-POS分析で顧客をランキングする方法はさま
ざまであり，さまざまな工夫がみられる．ここでは顧
客ランクに ID-POS分析特有の頻度を用いてランキン
グした．まずはトライアル顧客，対象期間に 1回しか
購入しない顧客をZ顧客（図 5の Z）とした．結果，Z
顧客以外はすべてリピート顧客となるが，この内，上
位 10％の顧客を S 顧客，下位 10％の顧客を B 顧客，
残りのリピート顧客をA顧客と，顧客を 4ランクに分
けた．ちなみに，上位，下位の基準は，リピーターの
平均頻度 + 標準偏差以上を S 顧客，リピーターの平
均頻度－標準偏差以下を B顧客，残りのリピート顧客
を A 顧客としても良い．実務的には，上下 10％でも
標準偏差を用いても大きな差異はないといえ，今回は
簡便な方法，上下 10％でランク分けを行った．
DL [6]の学習データであるが，ID-POS分析で算出

可能なさまざまな説明変数を用い作成し，さまざまな
ケースで試してみた．本稿の事例はその中で，バスケッ
ト関係の指標，すなわち，バスケット金額，バスケッ
ト点数，価格の三つで予測を試みたものである．その
結果，64％の正解率となり，まだまだ改善の余地があ
るが，一定の成果が得られた．
実際に顧客ランクの予測をして見ると，図 5のよう

に，境目，すなわち，Zと B，Aと B，Aと S，ここが
微妙にずれ，予測を外すケースが多かった．実際，ラ
ンクの境目は微妙であり，DLも迷っている様子が数
多く見いだされた．これはバスケット関係の指標のみ
で予測を試みたことや，学習回数，中間層の数など，さ
まざまな要因が考えられ，これを特定することは難し
く，膨大な試行錯誤が必要なことが改めて確認できた．
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図 5 Deep Learning の ID-POS 分析への活用事例

DLでの予測は，その意味であらゆる可能性を時間を
かけて試行錯誤し，学習データの作成だけでなく，い
わゆる，チューニングも重要な要素であり，実務に応
用するには根気と時間がかかるめんどうなAIである
といえよう．
なお，今回は事例としては取り上げていないが，ID-

POS分析への応用としては，需要予測にも活用可能で
ある．適用方法は本事例と同様，学習データを ID-POS

分析のさまざまな指標から作成することになるが，本
事例と大きく違う点は需要予測に影響を与える天候情
報や販売促進情報，曜日，時間など，さまざまな関連情
報を学習データに組み込む点が違う．ただし，本事例
でも顧客属性が把握できるのであれば年収，性別，年
齢，職業，居住地域などを学習データに組み入れるこ
ともポイントである．
このようにDLでは ID-POS分析と相性がよく，ID-

POS分析関連の指標に加え，予測にかかわる説明変数
が把握できるのであれば，それも合わせて学習データ
に組み込み，AIにかけることによって，予測精度の改
善が期待できる．

3. 今後の展望

以上，「ID-POS分析と AI，仮説検証に AI をどう
適用し，実践に活用するか」について，POS分析の変
遷をたどり，ID-POS分析とAIとの相性の良さを，特
に PDCA の観点から論じ，その応用として，三つの
AI，ベイジアンネットワーク，PLSA，DLの事例を
取り上げた．この試みはまだ始まったばかりといえ，
ID-POS分析への AI の活用は，今後，さまざまな研
究開発が取り組まれていくことになろう．
本稿でも触れたが，その際，重要な課題は学習デー

タをどう作成するかと，ID-POS分析のどこに実践応
用するかにある．ID-POS分析は ID-POSデータを分
析し，何らかの結果を算出することが目的であるが，従
来，その分析には統計学が用いられてきた．統計学の
研究成果がそのまま ID-POS分析に応用されてきたと
いえる．ただ，統計学だけで実践的に活用するには十
分でない場合もある．
ID-POS分析を実践に活用するには実践が求めてい

る結論を算出することはもちろんであるが，現場で日々
展開されている複雑な事象に対して，現場の人間が判
別をし，推論を加え，予測することが求められる．こ
の判別，推論，予測，これこそが AI の役割であると
いえ，今後の ID-POS分析の助けになる要素であると
いえる．AIとは従来，自動発注などに活用される自動
化の技術のように思われているが，本来，人間を助け
るものであり，より精度の高い発注，低コストで高速
に実施するための人間支援技術であるといえる．この
ように人間を支援する視点からAIを考えれば，人間
がすべき判別，推論，予測を支援することがAI の本
来の役割である．
実際，本稿で取り上げた PDCA，棚割りへの応用，

販促への応用，商品 DNA，顧客 DNAの構築，そし
て，顧客ランクの予想などは，現場の人間が ID-POS

分析に膨大な時間をかけ，知恵を絞り，実践している
のが実態である．ここに AIを入れることにより，従
来の統計解析だけではできなかった人間支援に寄与す
る可能性が高いといえよう．AIとはこのような視点で
活用することがポイントであるといえ，自動化するこ
とではない．
本稿では限られた AI の事例の呈示であったが，今

後，AIの技術をさらに磨き，「ID-POS分析は AIで進
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化する」をスローガンに，人間支援の技術，サービス
開発に取り組んでゆきたい．まだまだ，この試みは始
まったばかりといえ，まずは，ID-POS分析 with AI，
そして，ゆくゆくはAI in ID-POS分析の時代を目指
して研究開発を続けていく．
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